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感情が学びの原動力 

鈴木一成（保健体育講座） 
１ どうしたら速く走れるのか 

   

左右の図はどちらが速いか。①接地脚（地面に着く脚）と②非接地脚（地面に着いていない脚）をみる。

①どちらの接地脚が前方に向かうための力を地面に加えているか（ドライブ），②どちらの非接地脚が接地脚

を追い越しているか（ターンオーバー）である。合理的な疾走の脚動作は，接地脚の「ドライブ」と非接地

脚の「ターンオーバー」で成り立ち，いずれも感覚の自得に必要な内的視点になる。ただ走らされるのでは

なく，走り方を学ぶ授業。「速く走ることができる」ために試行錯誤する授業を子どもたちは求めている。 
２ どうして「走り方」を学びたいのか 

〔単元前の A 子の作文〕題「私と短距離走」正直，私は今，短距離走がこわいです。体力・運動能力調査の時，つまずいて

転んでしまいました。タイムが大幅に落ち，ついに泣いてしまいました。もっと足が速くなりたいな。どこでつまずき，ど

こで減速しているのか，知れたらいいなと思いました。 

体力・運動能力調査の時に転んでしまった A 子。担任の B 先生はこの出来事の後，全員を集め，子どもた

ちに「全員で足を速くしないか」と投げかけた。そして，翌週から短距離走の授業をスタートさせた。その

授業は単元を通して「どうしたら速く走れるのか」という問いが常に流れた。地面への力の加え方，膝の屈

曲や蹴り出し方など試行錯誤が続く。自分や仲間の動きと本気勝負のレースから問いに対する解を探った。

ドライブとターンオーバーに関する知識を先生と子どもたちで構成し，自分なりの走り方を探究していく姿

があった。常に「問い」と「運動」が幾度も往還する 3 時間の授業であった。以下は単元後の感想文である。 
〔単元後の A 子の作文〕題「私にとっての短距離走」 私は 6 月 20 日を一生忘れない。最初は自分だけ速くなればいい。

そういう気持ちでした。みんなが伸びていく中，自分の番がきた。「8.7 秒！」先生の声。同時に涙があふれんばかりに出て

きた。目標は 8.5 秒。届かなかったけれど，そんなのそっちのけでうれしかった。1 週間前の涙が今，うれしさの涙に変わ

りました。改めて思った。友達っていいものだと。みんなが今一つになったときだ。 
〔単元後の C 子の作文〕題「私と短距離走」 みんなタイムが上がって自分だけ上がらなかったらとか，いろいろ考えたけ

ど，最後は上がってよかったと思いました。でも一番感謝したいのはＡちゃんです。なぜかというと，体力運動能力調査の

ときにＡちゃんが泣いちゃったことで，この授業が始まり，みんなは足が速くなりました。6-1 のクラスみんなにはとても

感謝しています。ずっと足が遅くて，体育自体が嫌いで，走るのが苦手でした。でも今回の授業で9秒 16までいけて，すご

く感動しました！Ａちゃんが 50m 走を走り終えて戻ってきて，タイムが上がって泣いているＡちゃんを見てもらい泣きをし

てしまいました。ここで少し体育への自信がついたと思いました。本当にみんなには感謝しています。 

A 子たちの卒業式。卒業証書授与後のお別れの言葉。子どもたちにとって思い出深い出来事やその時の気

持ちを言葉と歌でつないでいく。入学式，学芸会，修学旅行…。その中に「みんなで 走った 短距離走」

の声が響いた。短距離走は「一人で」はなく，「みんなで」走るもの。感情が学びの原動力となって。 
 

－９－ 
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